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ス」、『図書新聞』、第3353号、2018年 6 月 2 日、pp. 1　3。
中　村　隆　之
論　文
1 ）「エドゥアール・グリッサンと『アコマ』（ 2 ）」『立命館言語文化研究』






1 ）「感傷図書館 第 6 回 目取真俊『虹の鳥』絶対的暴力の牢獄：過酷な暴
力の痛みの直覚は、高江や辺野古での反基地の戦いにたしかに通じてい
る」『図書新聞』3335号、2018年 1 月20日、 8 面。
2 ）マニュエル・ノルヴァ「詩が意味するもの」『立命館言語文化研究』29
巻 4 号、2018年 3 月、51　58頁。




ス文学者」 として」『図書新聞』3352号、2018年 5 月26日、 1 　 3 面。
5 ）「感傷図書館 第 7 回 崎山多美『クジャ幻視行』 分からなさの向こう側
を想像すること：作中人物の秘められた 「独り物言い」 を聴く」『図書新
聞』3356号、2018年 6 月23日、 8 面。
6 ）「2018年上半期読書アンケート」『図書新聞』3360号、2018年 7 月21日、
6 面。
7 ）「F・マトゥロン『もはや書けなかった男』：親密な友のあいだでやりと
りされた忘れ得ない言葉」『図書新聞』3364号、2018年 8 月18日、 8 面。
8 ）「感傷図書館 第 8 回 若竹千佐子『おらおらでひとりいぐも』 巧みな結
構をとっている：若干の違和感がないわけではない」『図書新聞』3365号、





















1 ）コメンテーター 国際ワークショップ「Locating World Literature on 
the Edge of Archipelagos: Perspectives from Taiwan and Japan（世界
















学、2018年 7 月 6 日。
8 ）パネリスト 佐藤幸男氏古稀記念パネル・ディスカッション「〈周縁〉か
〈研究・教育業績紹介〉（2018年 1 月〜12月） 230
らの平和学」早稲田大学平和研究所主催、早稲田大学、2018年 7 月21日。























Von  den  Kommunikationsstrategien  zum  prduktions-  und 
verständnissichernden Handeln. Deutsch als Feemdsprache, 4/2017, 
195　201.（Karen Schramm との共著）
学会発表・口頭発表
Entwicklung syntaktischer Strukturen in der gesprochenen 
Lernersprache im Deutschen als Fremdsprache – Fokus auf die 
Verbstellung und Vorfeldbesetzung. 日本独文学会ドイツ語教授法ゼミ










ンⅠ』月報 3 、pp. 6 　 8 ．藤原書店、2018年 6 月。




間読書人』2018年 8 月10日（3251）号、 4 面。
2 ）「絶対的な特異性＝単独性において立ち現れる、稀なエクリチュール：
平出隆『私のティーアガルテン行』（紀伊國屋書店、2018年）」、『図書新
聞』2018年12月 1 日（3377）号、 4 面。
記　事
インタヴュー「戦争世代の傷伝えて　　許すな安倍 9 条改憲」、『しんぶん赤














3 ）「空間の輻輳に関する試論Ⅴ（第 9 章 風景の変成）」、人文論集、55号、
pp. 93　134、早稲田大学法学会、2018年 2 月。
研究発表
「イメージはどんなふうに生きられるのか　　バタイユの場合」、成城大学
フランス語フランス文化研究会第19回総会での口頭発表、2018年 6 月30日。
評　論
「不思議な記号を撒き散らしながら」、ライデン、13号、築山登美夫追悼特
集号、2018年12月刊行予定。
